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岳i
要　旨
｢水が流れ出る｣のような｢～出る｣と｢水が流れ出す｣のような自動詞の｢～出す｣
は互いに置き換えられる類義表現である｡本論は語彙概念構造(LCS)の合成から
この2着の類義性の由来を分析する｡2者のうち､｢～出る｣は手段･原因複合動詞の
LCSを有し､本動詞｢出る｣の｢主語の外部への位置変化｣という意味を引き継ぎ､複
合動詞も主語の外部への位置変化を意味する｡それに対し､自動詞の｢～出す｣は補
文関係複合動詞のLCSを有し､前項動詞事象の外部への位置変化を意味するが､前
項動詞事象の外部への位置変化は結果的に前項動詞の主語-複合動詞全体の主語
の外部への位置変化と解釈される｡以上のように､この2着は異なるLCS合成を有
するが､最終的にどちらも主語の外部への位置変化として解釈されるので､類義性
が生じるのである｡
1,はじめに
｢水が流れ出る｣のような｢～出る｣と｢水が流れ出す｣のような自動詞の｢-出す｣
(開始のアスペクトを表す｢～出す｣ではない)は(1)のように､互いに置き換えられる
類義表現である｡
(1) a.流れ出た亜硫酸ガスはおそくまで周辺に漂った｡(-流れ出した)
b.表土に黄色い結晶が浮き出て来た｡(-浮き出して来た)
(姫野1999: 86)
姫野(1900:第5章)によれば､類義性を有する｢～出る｣と｢～出す｣に(2)のようなも
のがある｡
(2)溢れ出る･捻れ出す､浮かび出る･浮かび出す､浮かれ出る･浮かれ出す､浮き出
る･浮き出す､漕ぎ出る･漕ぎ出す､転がり出る･転がり出す､転げ出る･転げ出す､
こぼれ出る･こぼれ出す､忍び出る･忍び出す､滑り出る･滑り出す､突き出る･突
き出す､飛び出る･飛び出す､にじみ出る･にじみ出す､にじり出る･にじり出す､
抜け出る･抜け出す､逃れ出る･逃れ出す､這い出る･追い出す､走り出る･走り出
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す､ふき出る･ふき出す､ほとばしり出る･ほとばしり出す､迷い出る･迷い出す､
萌え出る･萌え出す､漏れ出る･漏れ出す､沸き出る･沸き出す､-
まなこの2着は(3)のように､サ変動詞の前項動詞(Vl)と複合できない点で､とも
に語彙的複合動詞に属することが確認できる1｡
(3) a十一出る｣:農水が流動し出る
b.自動詞の｢～出す｣:重水が流動し出す
もっとも､以下に述べるように､この2者には差異も見られる｡まずは形態統語的な
性質の差である｡一般的に言えば､語彙的複合動詞には(4)で示されるように､外項を
持たない非対格自動詞が外項を持つ他動詞あるいは非能格自動詞と複合できないと
いう｢他動性調和の原則｣が観察される(影山1993参照)2｡
(4) a.他動詞+他動詞:奪い取る､追い払う､引き抜く､射落とす
b.非能格+非能格:言い寄る､飛び降りiる､歩き疲れる
C.非対格+非対格:滑り落ちる､立ち並ぶ､生い茂る　　　　　　　,
d.他動詞+非能格:探し回る､待ち構える
e.非能格+他動詞:泣きはらす､伏し拝む､笑い飛ばす
f〟他動詞+非対格:章洗い落ちる､章染めかわる､章倒し滑る
g.非能格+非対格:章走りころぶ､章跳び落ちる､章回り落ちる
h.非対格+他動詞:章揺れ落とす､章売れとばす､章滑り削る
i.非対格+非能格:章痛み泣く､章転び降りる
(影山1999:201)
本動詞｢出る｣は(5)のように､意向表現と命令表現の使用可能性から､動作主の意
図的位置変化を表す非能格自動詞と自然発生の位置変化を表す非対格自動詞の2つ
に分けられる｡つまり｢～出る｣は(6)のように､非能格自動詞同士と非対格自動詞同
士の2種類の組み合わせがあり､｢他動性調和の原則｣に合致している｡
(5) a.非能格自動詞の｢出る｣:太郎が部屋から出る(出よう/出たい/出ろ)
b.非対格自動詞の｢出る｣:血が傷口から出る(章出よう/章出たい/章出ろ)
(6) a.非能格自動詞+非能格自動詞:蟻が穴から這い出る
b.非対格自動詞+非対格自動詞:血が傷口からにじみ出る
それに対し､本動詞｢出す｣は(7)のような使役位置変化の他動詞用法しかないの
で､自動詞の｢～出す｣は(8b)のように､非対格自動詞と複合できる点で｢他動性調和
の原則｣に反している｡
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(7)出す:車庫から車を道路に出す､冷蔵庫からビールを出す､-
(8) a.非能格自動詞+他動詞:蟻が穴から追い出す
b,非対格自動詞+他動詞:血が傷口からにじみ出す
次は意味上の差である｡寺村(1984:170)は､自動詞の｢～出す｣は｢単に､ある空間の
●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●
外に出る､というだけでなく､何らかの力で､ある空間に閉じこめられていたものが､
そのカを排除して､あるいは解放されて､突然､その空間の外に出る(傍点は原文のま
ま)｣という点で､｢～出る｣と異なると指摘している｡類似した指摘は影山(2002:136
-137)､松本(2009:189)にも見られる｡
以上見たように､｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣は本質的に異なる存在だと言える｡
では､なぜ本来他動詞である｢出す｣が自動詞の複合動詞を形成するのか｡また､なぜ
このような異質的な複合動詞同士に(1)のような類義性が見られるのか｡以上の疑問
を解くべく､本論は語形成の観点からこの2者の類義性を分析する｡
分析方法として､複合動詞の語形成メカニズムを､前項動詞(Vl)と後項動詞(V2)
の語彙概念構造(Lexical Conceptual Structure､ LCS)の合成と考え､最終的なLCS
から項構造に連結するというメカニズムを想定する｡LCSの表記法は基本的に影山
(1996､2008)に従う｡
2.先行研究の検討
近年の語彙意味論の研究では､語彙的複合動詞をVlとV2の意味関係から分類し､
それぞれの意味分類の語形成を論じるものが多い(松本1998､影山1999､由本2005)｡
これらの先行研究に共通する意味分類は5種類あり､(9)のパラフレーズで大まかな
判断ができる｡
(9)a.手段:Vlすることによって､V2
切り倒す､踏みつぶす､押し開ける､折り曲げる､切り分ける､むしり取る､
(ボール)を打ち上げる､-
b.様態:vl LながらV23
尋ね歩く､転げ落ちる､遊び暮らす､忍び寄る､舞い上がる､語り明かす､持ち去
る､探し回る､怒鳴り込む､-
C.原因:Vlの結果､V2
歩き疲れる､抜け落ちる､おぼれ死ぬ､-･
d.並列:VlかつV2
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泣きわめく､忌み嫌う､恋い慕う､慣れ親しむ､-
e.補文関係:Vlという行為/出来事を(が)V2
見逃す､死に急ぐ､聞き漏らす､晴れ渡る､使い果たす､呼び交わす､掻き回す､
使いこなす､-
(影山1999: 195)
(9)のパラフレーズを利用して､｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣におけるVlとV2の
意味関係を見てみよう｡
(10) a.非能格自動詞の｢一出る｣:
鳩が飛び出る-飛ぶことによって､出る⇒手段複合動詞
b.非対格自動詞の｢～出る｣:
水が流れ出る-流れた結果､出る⇒原因複合動詞
(ll) a.非能格自動詞の｢～出す｣:
鳩が飛び出す一章飛ぶことによって､出す⇒?　　　　　　J
b.非対格自動詞の｢～出す｣:
水が流れ出す一章流れた結果､出す=〉?
(10)(ll)のように､｢～出る｣におけるVlとV2の意味関係は比較的に自明であり､
その語形成も比較的に単純だと考えられる｡言い換えれば､本論で真に問題になるの
は､自動詞の｢～出す｣はどのような複合動詞なのかということである｡従って､以下
では自動詞の｢～出す｣の語形成に関して､示唆的な分析を提案している今泉･郡司
(2002) ､影山(2002)､松本(2009)を中心に検討する｡
今泉･郡司(2002)は｢水が流れ出す｣のような自動詞の｢～出す｣も｢荷物を運び出
す｣のような他動詞の｢一出す｣も補文構造のLCSを有し(つまり補文関係複合動詞に
所属)､Vlの動詞クラス(自他性など)が複合動詞全体に保存されると考えている｡
このように考えれば､自動詞の｢～出す｣の振る舞いは自ずと説明される｡しかし､
他動詞の｢～出す｣は手段複合動詞のパラフレーズ｢運び出す-運ぶことによって､出
す｣ができるので､自動詞の｢～出す｣とは異なる分類に属する可能性がある((ll)参
照)｡自動詞の｢～出す｣と他動詞の｢～出す｣を一律に補文構造のLCSで分析すること
には検討の余地があると思われる｡
次に影山(2002)を見よう｡前述したように､影山(1993)の｢他動性調和の原則｣で
は､｢流れ出す(非対格自動詞+他動詞)｣は例外になる4｡そこで､影山(2002)は自動詞
の｢一出す｣におけるV2 ｢出す｣は拘束形式の｢非対格他動詞｣と分析し5､v2が非対格
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である以上､｢他動性調和の原則｣との不整合も自ずと解決されると考えている｡
ただし､影山(2002)は｢逃げ出す｣｢駆け出す｣のような非能格自動詞のVlと複合す
るものに言及していないので､影山(2002)の枠組みでは､こういう｢～出す｣はどう扱
われているかは不明である｡また､影山(1993)の枠組みでは｢逃げ出す(非能格自動詞
+他動詞)｣は｢他動性調和の原則｣に反していないと言えるが､日本語の語彙的複合
動詞には一般的に｢右側主要部の原則｣が成立するので､｢逃げ出す｣は他動詞になる
はずにもかかわらず､自動詞として振る舞うことについての説明が求められる｡
最後は松本(2009)の分析である｡松本(2009)はV2としての｢出す｣には､通常の使
役移動動詞(他動詞)以外に､移動動詞(非能格自動詞･非対格自動詞)の側面もあると
考えている6｡つまり､自動詞の｢～出す｣は非能格自動詞同士と非対格自動詞同士の
複合であり､右側主要部の複合動詞であると松本(2009)は分析している｡
証拠として､松本(2009)は｢ビルの北田を/から〉飛び出した男｣､｢北口膚/から陸
生男｣を例に挙げている｡この2者はともに〈閉じられた領域の境界にある出口)､つま
り起点にヲ格を付与でき､かつ｢飛ぶ｣はこういったヲ格を付与できないので､格標識
の一致性から､V2 ｢出す｣が移動動詞だと証明できるという｡もっとも､起点のヲ格
標示は非能格の移動動詞にしか見られない現象であり､｢飛び出す｣全体が非能格の
移動動詞として振る舞う以上､こういった格付与が見られても不思議ではない｡従っ
て､すぐにV2の｢出す｣を移動動詞と決めることができないと思われる(本論の注7も
参照)｡
3.自動詞の｢～出す｣におけるVlとV2の意味関係
2節で見たように､先行研究は自動詞の｢～出す｣について示唆に富んだ分析を提案
しているが､いくつかの問題もある｡｢～出る｣と自動詞の｢一出す｣の類義性を解明す
るために､自動詞の｢～出す｣はどのような複合動詞なのかをはっきりさせる必要が
ある｡このような前提から､本節では自動詞の｢～出す｣におけるVlとV2の意味関係
について考える｡
1節と2節で少し触れたが､自動詞の｢一出す｣は｢～出る｣と同じく､非能格自動詞と
非対格自動詞の2種類に分けられる｡この2種類の｢一出す｣には(12)のようなものが
ある｡
(12) a.非能格自動詞の｢～出す｣:動作主の意志による外部への位置変化
鳩が範から飛び出す､虎が檻から逃げ出す､子供が庭に駆け出す､-i
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b.非対格自動詞の｢一出す｣:自然発生の外部への位置変化
水がタンクから流れ出す､泉が岩間から湧き出す､血が傷口からふき出す､汗
がシャツから染み出す､-
ただし､(10)(ll)で見たように､自動詞の｢～出す｣は｢～出る｣と違い､パラフレー
ズによる判断が困難なので､ここでは代わりに､統語的性質からVlとV2の意味関係
を考えてみよう｡
(13)のように､自動詞の｢～出す｣では､Vlの自他性が複合動詞に引き継がれる現
象が見られる｡
(13) a.鳩が飛び出す:非能格自動詞+他動詞-非能格自動詞
b.水が流れ出す:非対格自動詞+他動詞-非対格自動詞
vlの自他性などの下位範疇化素性が複合動詞に継承されることは､補文関係複合
動詞に一般的に観察される(由本2005:153-1粥も参照)｡たとえば､(14)の｢一合わせ
る｣という補文関係複合動詞にもVlの自他性が継承される現象が見られる｡,
(14)｢一合わせる｣(Vlということが偶然同じ時空間に起きる)
a.金を持ち合わせる:他動詞+他動詞-他動詞
b.電車に乗り合わせる:非能格自動詞+他動詞-非能格自動詞
C.同じ時代に生まれ合わせる:非対格自動詞+他動詞-非対格自動詞
(13)と(14)の平行性から､自動詞の｢～出す｣は補文関係複合動詞に属すると考え
られる｡
4. LCS合成から見る類義性の原因
本節では2節と3節の観察に基づき､｢～出る｣と自動詞の｢一出す｣のLCS合成を分
析する｡本論では､手段複合動詞や原因複合動詞など右側主要部の複合動詞におけ
るLCS合成モデルを(15)のように設定する｡
(15)右側主要部複合動詞のLCS合成モデル 
LCS2:[xiACT(ONyj)]CAUSE[yjBECOMElyjBEAFzkI] 
IiI 
LCSl:[XiACT(ONyj)]CAUSElyjBECOMElyjBEJH-zkI] 
↓↓↓ 
項構造:xiyjZk 
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(15)におけるLCS2 (V2のLCS)の位置を合成モデルの主要部として設定する｡そ
して､LCSl (VlのLCS)の位置を修飾部と呼ぶ｡簡単に言えば､LCSlはLCS2を修飾
する機能を有する｡また､右側主要部の複合動詞の項構造は基本的にV2と一緒なの
で､ LCSlとLCS2におけるX､ yなどの変項の適切な同定および主語の一致(松本1998､
由本2005参照)が必要である｡ここでは｢ i ｣で項の同定を表し､｢ l ｣でLCSから項構
造への連結を表す｡
さて､具体的な分析に入ろう｡まずは｢～出る｣である｡(5)で見たように､本動詞｢出
る｣には非能格自動詞と非対格自動詞の2つの側面がある｡｢出る｣の｢主語の外部への
位置変化｣という意味から､そのLCSを(16)のように設定できる｡
(16) a.非対格の｢出る｣: [y BECOME[y BE AT-OUT]]
b.非能格の｢出る｣: [X ACT]CAUSE[Ⅹ BECOME[Ⅹ BE AT-OUT]]
(16a)の非対格自動詞の｢出る｣は下位事象しか有きない変化動詞である｡それに対
し､ (16b)の非能格自動詞の｢出る｣は上位事象と下位事象の両方を有する再帰的な使
役動詞である(すなわち､動作主が自分自身の位置変化を引き起こす)｡
また､この2者のLCSにおける結果項を｢OUT｣として設定することに少し説明が
要る｡｢出る｣は｢部屋から表に出る｣のように起点と着点を表す名詞と共起できる｡本
来ならばそのLCSの下位事象を[y BECOME[y BE NOT AT-W/y BE AT-Z]]と設
定すべきである｡説明の便宜上､本論では｢出る｣の意味を単に｢外部への位置変化｣と
し､起点も着点も｢OUT｣という結果項から連結されると考えておく｡
(10)で見たように､｢一出る｣には手段複合動詞と原因複合動詞の2種類がある｡そ
のうち､手段複合動詞の｢～出る｣は非能格自動詞同士の組み合わせであり､(17)のよ
うなLCS合成を有すると考えられる｡
(17)鳩が簿から飛び出る(手段複合動詞) 
LCS2:[xiACT]CAUSE[xiBECOME[xiBEA10UT]] 
I 
LCSl:[xiACT]CAUSE[xiMOVE[pamII 
↓ 
項構造:xi｢鳩｣W｢籠｣ 
手段複合動詞について､松本(1998:52)は､手段複合動詞では､ VlはV2という複合
的事象の一段階として使役行為が行われる際の具体的執行手段であると述べてい
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る｡言い換えれば､手段という意味関係は､使役動詞であるLCS2の上位事象をLCSl
が具体的に指定することによって得られると考えられる｡
(17)のLCSl ｢飛ぶ｣は｢動作主が自分自身の移動を引き起こす｣という再帰的な使
役を意味する非能格自動詞であり､上位事象[Ⅹi ACT]は下位の移動事象の推進動作
を表す｡(17)ではLCSlの上位事象がLCS2の上位事象を修飾することによって､手段
の意味を表している｡
次に､原因複合動詞の｢～出る｣を分析する｡そのLCS合成は(18)である｡
(18)タンクから水が流れ出る(原因複合動詞) 
LCS2:[yjBECOMElyjBELH-OUT]] 
i 
LCSl:lyjMOVE[path]] 
↓ 
項構造:yj｢水｣W｢タンク｣, 
原因複合動詞の｢～出る｣は非対格自動詞同士の組み合わせであり､LCSlにも
LCS2にも上位事象がないので､(17)のように上位事象間の修飾関係で分析できな
い｡ただし､修飾関係は上位事象間だけでなく､下位事象の間にも起こると仮定す
れば､(18)も(17)と類似した分析ができる｡この場合､修飾関係はLCSlのMOVEと
LCS2のBECOMEの間に起こっている｡
続いて､自動詞の｢一出す｣のLCS合成を分析する｡3節で見たように､自動詞の｢～
出す｣は補文関係複合動詞に属すると考えられる｡補文関係複合動詞ではVlがV2の
項に相当し､すなわちLCSlがLCS2の項の位置に埋め込まれるので､(15)のモデルを
そのまま利用できない｡
本動詞の｢出す｣が対象の外部への使役位置変化を表す点((7)参照)から､本論は自
動詞の｢～出す｣のLCSを(19)のように設定する｡埋め込まれたLCSlはイタリックで
示す｡
(19)自動詞の｢～出す｣ :Ⅹ CAUSE[BECOME[lLC:51jBE AT-OUT]]
(19)を利用して､非能格自動詞の｢一出す｣は(20)のように分析できる｡
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(20)鳩が籠から飛び出す 
LCS:ⅩiCAUSElBECOME[lLCSIlr,ACTjCAUSElr,.MOVElpath]jJBEA10UT]] 
'▼I↓ 
項構造:xi｢鳩｣W｢籠｣ 
補文構造のLCSでもLCS2が主要部であることに変わりがないので､複合動詞の項
構造は基本的にLCS2によって決まる｡ただし､この構造ではLCSlそのものがLCS2の
項なので､LCSlの項も項構造に連結する資格を有する｡
また､前述のように､語彙的複合動詞の語形成において､ VlとV2の主語の一致が必
要なので､主語の一致により､LCSlの主語坪が複合動詞全体の実質上の主語となり､
(20)の｢飛び出す｣は非能格自動詞として振る舞う｡注意すべきなのは､自動詞の｢一
出す｣ではVlの自他性(項構造)が継承されるが､起点を表す名詞はV2から継承され
ることである｡というのは､LCSl ｢飛ぶ｣にとって起点は必須ではないので､起点は
I
LCS2から継承されることが分かる7｡
最後に非対格自動詞の｢～出す｣を見よう｡
(21)水がタンクから流れ出す 
LCS:ⅩiCAUSElBECOME[lLCSly,MOVElpa,hjJBELH-OUT]] 
ー▼I↓ 
項構造:yi｢水｣W｢タンク｣ 
(21)のLCSlは非対格自動詞の｢流れる｣なので､その主語は内項の対象である｡主
語の一致により､複合動詞全体の主語も内項の対象として振る舞い､(21)の｢流れ出
す｣は非対格自動詞となる｡
以上で｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣のLCS合成を一通り検討した｡以下では､LCS
合成からこの2者の類義性の由来を分析する｡
まず､(17)(18)で見たように､｢～出る｣は右側主要部の複合動詞なので､複合動詞
が表す事象は基本的にLCS2と変わらない｡また｢～出る｣の場合､LCS2は主語の外部
への位置変化を表すので､LCS2を修飾するために､LCSlに何らかの位置変化あるい
は移動を意味する事象が要求される｡
それに対し､自動詞の｢～出す｣は(20)(21)のような補文構造のLCSを有し､LCSl
がBEの主語として｢OUT｣という結果に直接かかわるので､自動詞の｢～出す｣は
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LCSlの外部への位置変化を表す｡従って､LCSlに位置変化の事象､すなわち位置変
化動詞あるいは移動動詞が要求されが｡
また､主語一致により､自動詞の｢～出す｣はLCSl事象の外部への位置変化を表す
と同時に､LCSlの主語-複合動詞の主語の外部への位置変化をも意味するので､結
果的に｢～出る｣に近い解釈になると考えられる｡
以上の要因の相互作用で､｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣が(1)(2)のような類義関
係を見せているのである｡
もっとも､自動詞の｢～出す｣は前述したように､｢単に､ある空間の外に出る､とい
●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●
うだけでなく､何らかの力で､ある空間に閉じこめられていたものが､そのカを排除
して､あるいは解放されて､突然､その空間の外に出る(寺村1984:170､傍点は原文の
まま)｣という点で｢一出る｣と微妙に異なる｡
この解釈上のずれはまさに､｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣のLCS合成の差を反映
している｡というのは､自動詞の｢～出す｣は本来LCSlの外部への位置変化を表すの
I
で､単なる主語の位置変化を表す｢～出る｣より､勢いが強く感じられるのも理にかな
うのであろう｡
5.おわりに
本論の分析で｢～出る｣と自動詞の｢～出す｣はそれぞれ手段･原因複合動詞と補文
関係複合動詞に属することが分かった｡この2者の類義性はLCS合成自体の類似性に
よるものではなく､複合動詞全体のLCSからの二次的な解釈だと考えられる｡そし
て､LCSの差により､2着に微妙な意味のずれが生じている｡
以下に今後の課題を述べる｡｢出す｣はもともと他動詞であり､V2になるとき､｢荷
物を運び出す｣のように他動詞の複合動詞を形成するのが普通である｡本論が提案し
ている補文関係複合動詞の分析は､自動詞の｢～出す｣の語形成を説明できるが､自動
詞の｢一出す｣と他動詞の｢一出す｣との関係を説明できない｡さらに､｢～出す｣には
｢雨が降り出す｣のような､開始のアスペクトを表す統語的複合動詞もあり､この3着
はどのような関係にあるのかについてはここで分析する余裕がないので､今後の課
題としたい｡
注
1語彙的複合動詞と統語的複合動詞を区別するテストは①Vlが代用形｢そうする｣になれるかどうか②Vl
が主語尊敬語｢おVになる｣になれるかどうか③Vlが受身形になれるかどうか④サ変動詞のVlを取れる
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かどうか⑤Vlが重複構文｢VにⅤ｣になれるかどうかなどが挙げられる｡詳しくは影山(1993:80-92)を参
照｡
2松本(1998)が指摘しているように､｢歩き疲れる:非能格+非対格｣のような他動性調和の反例は実際に存
在している｡ただし､多くの語彙的複合動詞に｢他動性調和の原則｣が観察されるのもまた事実である｡ここ
では､｢～出る｣と｢～出す｣の形態統語的な差異を中心に述べているので､｢他動性調和の原則｣の妥当性に
ついて特に追求しないことにする｡
:'陳(2011)は､複合動詞の連続性に着目し､統語的性質(Vlの項構造の継承や複合動詞全体の直接受身の可
能性など)から､｢～歩く｣と｢一回る｣が補文関係複合動詞に属する可能性を提案している｡ここで陳(2011)
の分析を詳しく紹介する余裕はないが､その分析は､VlとV2の意味関係は表面上のパラフレーズと食い
違う場合があるので､統語的性質を吟味してからの判断が重要であることを示唆している｡
一′
4影山(1993)は､語彙的複合動詞の語形成は基本的に項構造に起こる(VlとV2の項構造が合成される)とし
ているが､｢～込む｣｢～去る｣｢～出す｣などは項構造ではなく､語彙概念構造で形成されると述べている｡し
かし､影山(1993)は｢～出す｣の具体的な分析を行っていないので､｢-出す｣の位置づけが不明瞭である｡
5影山(2002)の｢非対格他動詞｣とは､｢木から芽が出る｣と対応する｢木が芽を出す｣のような､場所名詞(追
点)を主語にする他動詞を指す｡今泉･郡司(2002)はこういう｢出す｣を受動の｢出すa｣と呼んでいる｡
6本論は基本的に位置変化と移動を区別する｡たとえば｢出る｣は瞬間的な位置変化を表すのに対し､｢流れ
る｣は移動の過程を有する｡ただし､この2着はともに対象の空間的変化を表すので､本質上達続している
と考えられる｡研究者によって､位置変化と移動を移動動詞に一括することもある｡本論は｢出す｣と｢出る｣
は使役位置変化動詞と位置変化動詞に属すると考えるが､先行研究の紹介や引用などでは､原文の用語を
そのまま用いる｡
I
7 (20)は｢鳩が籠を飛び出す｣のように起点をヲ格(対格)で標示することもできる｡三宅(1996)によれば起
点を対格で標示できるのは､非能格自動詞の移動動詞である｡その原因について､三宅(1996)はLCSの操
作で分析しているが､三宅(1996)が想定しているLCSと本論のLCSとは完全には一致していないので､本
論は三宅(1996)の分析を援用せずに､こういった対格標示を｢Burzioの一般化(外項を有する動詞だけが対
格を付与できる)｣で考えておく｡(20)のような｢～出す｣は項構造上非能格自動詞として振る舞うので､起
点を表す名詞に対格を付与できると考える｡なお､(20)と類義の(17)も同じ分析ができる｡
8松本(2009:189)は｢血が包帯に‖こじんだ/にじみ出した口と｢包帯が血で‖こじんだ/章にじみ出した口を例
に挙げ､｢にじむ｣に場所格交替(壁塗り構文)が起こるが､｢にじみ出す｣にこういう交替が起こらないので､
自動詞の｢一出す｣の項構造は必ずしもVlと一致しない(つまり自動詞の｢一出す｣は補文関係複合動詞で
はない)と分析している｡しかし､そもそも場所格交替には､対象物の位置変化と薄点の状態変化の2つの
側面があることに注意されたい(岸本2007､川野2009参照)｡松本(2009)の例では､｢血が包帯ににじむ｣は
｢血｣の位置変化を表すのに対し､｢包帯が血でにじむ｣は｢包帯｣の状態変化を表すと考えられる｡すなわち､
｢包帯が血でにじむ｣は自動詞の｢～出す｣が要求する位置変化あるいは移動のVlという制限を満たさない
ので､自動詞の｢～出す｣として成立しないのも当然であろう｡すなわち､松本(2000)の反例はむしろ本論を
支持する証拠となる｡
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